
活動報告



昨年度の新潟地域脱炭素推進パートナーシップ会議

環境エネルギーアライアンスの構築を目標として活動。

部会 1

脱炭素経営を目指す企業の応援をテーマに活動。

部会 2
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新潟地域脱炭素経営支援プラットフォームの創設

・新潟市と地域の脱炭素化に向けた地域エネルギープラットフォーム事業に
関する連携協定を締結
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0円太陽光（PPAモデル）とは？

ユーザー

ユーザー

ＰＰＡ事業者

①設置場所提供

②無償設置・保守

③料金支払い

・使った分だけ電気料金を支払う

ユーザーのメリット
・初期費用０での太陽光発電設備の導入が可能。（契約期間後に設備を無償譲渡）
・電気代を安く抑えられる
・ＣＯ２削減効果・省エネ効果
・企業価値の向上

先用後利“富山の置き薬商法”

・決まったサービス料を支払う

リース方式・ＥＳＣＯ方式など

第三者所有（Third-Party Ownership：TPO）モデル
ＰＰＡ（Power Purchase Agreement）モデル
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各地域で進む「0円ソーラー」普及施策

新潟版は地元事業者を主体に構成！
地域の脱炭素化×地域経済活性化×雇用創出

出典：京都市「京都市太陽光発電プラットフォーム」出典：神奈川県「かながわソーラーバンクシステム」
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0円太陽光事業 広報チラシの作成
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導入事例①：民間施設

事業者
マルタスギヨ株式会社
株式会社テクノナガイ

事業実施場所 新潟県阿賀野市大室字山道660番地3

施設名称 マルタスギヨ株式会社 阿賀野センター

太陽光発電の導入方法 PPA（第三者所有）

太陽光発電出力
DC：148kW パネル出力
AC : 100kW パワコン出力

運転開始 2021年5月

CO2削減効果（見込み）
（t-CO2/年）

75.78 t-CO2/年
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導入事例②：公共施設

事業者
新潟市
新潟スワンエナジー株式会社

事業実施場所 新潟県新潟市江南区茗荷谷711番地

施設名称 新潟市中央卸売市場

太陽光発電の導入方法 PPA（第三者所有）

太陽光発電出力
DC：280kW （パネル出力）
AC : 247.5kW （パワコン出力）

運転開始 2021年3月

CO2削減効果（見込み）
（t-CO2/年）

145.88t-CO2/年

新潟市
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事業者 株式会社新潟食品運輸

事業実施場所 新潟県新潟市江南区西山830番地9

施設名称 株式会社新潟食品運輸 NCLセンター

太陽光発電の導入方法 自己所有

太陽光発電出力
DC：381.6kW（パネル出力）
AC : 260kW （パワコン出力）

事業期間（稼働予定） 2021年内（予定）

CO2削減効果（見込み）
（t-CO2/年）

170.96t-CO2/年
設置予定場所

導入事例③：波及効果
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